
早 期 実 現 す る た め 、 国 等 への 働 き か け を 強 く 進 め て おり ま し た 。 栃 木 県 、 群 馬 県と の 北 関 東 自 動 車 道 建 設 促進 期 成 同 盟 会 と し て の 要 望活 動 は も と よ り 、 茨 城 県 独自 に 早 期 の 事 業 着 手 へ 向け 、 県 土 地 開 発 公 社 を 活 用し た 事 業 用 地 の 先 行 買 収 等の 協 議 調 整 を 進 め て い ま した 。　
こ の よ う な 中 、 平 成 ４ 年

度 に 北 関 東 自 動 車 道 の 事 業化 へ 向 け て 、 日 本 道 路 公 団の 担 当 者 ２ 名 が 県 に 配 置 され 、 測 量 調 査 業 務 が ス タ ー

ト し ま し た 。 平 成 ５ 年 度 には 、 水 戸 市 内 に 水 戸 工 事 事務 所 が 開 設 さ れ 、 水 戸 市 、茨 城 町 担 当 と 友 部 町 担 当 の調 査 課 長 が そ れ ぞ れ 配 置 され た こ と か ら 、  一 気 に 調 査  ・設 計 業 務 が 加 速 し ま し た 。こ の 時 、 日 本 道 路 公 団 も 事業 費 の 確 保 に 相 当 苦 慮 し たと 聞 い て お り ま す 。　
北 関 東 自 動 車 道 は 、 常 陸

那 珂 港 へ の ア ク セ ス 道 路 とし て は も ち ろ ん 、 沿 線 開 発と し て 、 茨 城 町 西 Ｉ Ｃ 周 辺で の 茨 城 中 央 工 業 団 地 計 画や 、 友 部 Ｊ Ｃ Ｔ 周 辺 で の 流

通 団 地 （ 現 、 茨 城 中 央 工 業団 地 ： 笠 間 地 区 ） 計 画 が 進め ら れ 、 調 整 協 議 が 進 め られ ま し た 。　
設 計 協 議 で は 、 北 関 東 自

動 車 道 整 備 に よ っ て 分 断 され る 県 道 ・ 市 町 村 道 等 の 協議 が 連 日 続 き ま し た 。 県 ・市 町 に よ り 、 そ れ ぞ れ 路 線ご と の 改 良 計 画 を 提 出 し 、そ れ に 見 合 っ た 高 速 道 路 の影 響 範 囲 に つ い て 、 日 本 道路 公 団 に 整 備 を 強 く 要 望 しま し た 。 事 業 の 着 手 時 期 等に よ っ て は 、 費 用 負 担 と なる 橋 梁 ・ 横 断 ボ ッ ク ス カ ルバ ー ト が 発 生 し ま し た 。　
ま た 、 市 町 村 道 の う ち 、

地 元 の 生 活 道 路 と し て の 役割 を 担 う 路 線 は 、 統 廃 合 によ る 整 備 が 強 く 提 示 さ れ た箇 所 に つ い て そ れ ぞ れ の 機

　
私 は 国 道

5 0号 を よ く 利 用 し ま す が 、 以 前 は い つ

通 っ て も 混 雑 し て い ま し た 。 特 に 、 朝 夕 の 通 勤 時 間帯 の 混 み 具 合 は 相 当 な も の で し た が 、 今 で は 昔 に 比べ 、 ス ム ー ズ に 走 る こ と が で き ま す 。 国 道

5 0号 の 一

部 区 間 ４ 車 線 化 が 進 ん だ 効 果 も あ り ま す が 、 北 関 東自 動 車 道 の 供 用 が 大 き い の だ な と 思 い ま す 。�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

　
北 関 東 自 動 車 道 は 、 ひ た

ち な か Ｉ Ｃ か ら 栃 木 県 を 経て 、 群 馬 県 高 崎 市 の 高 崎 ＪＣ Ｔ に 至 る 、 延 長 １ ４ ５ ㎞の 高 速 道 路 で す 。 平 成
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私 は 平 成 ３ 年 度 か ら ７ 年

度 ま で の ５ 年 間 、 道 路 建 設課 に 勤 務 し 、 北 関 東 自 動 車道 （ 水 戸 ～ 友 部 間 ） の 事 業調 整 を 担 当 し ま し た 。　
当 時 は 県 内 で 、 北 関 東 自

動 車 道 、 首 都 圏 中 央 連 絡 自動 車 道 、 東 関 東 自 動 車 道 の高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を

私 も 土 地 開 発 公 社 の 立 場 とし て 常 に 同 席 し て お り ま した 。 道 路 建 設 課 と 土 地 開 発公 社 で 協 議 を し 、 北 関 東 自動 車 道 の 用 地 取 得 は 道 路 建設 課 経 由 で 、 土 地 開 発 公 社が す べ て 受 託 し た ら ど う かと い う 案 が ま と ま り 、 道 路公 団 に 提 案 し た の で す 。　
こ れ ら の こ と が あ っ て

か 、 ま も な く 水 戸 南 Ｉ Ｃ から 友 部 Ｉ Ｃ の

2 1・ ７ ㎞ 区 間

に つ い て 、 事 業 の た め に 現地 へ 入 る と い う こ と に な りま し た 。 さ っ そ く 道 路 公 団の 水 戸 事 務 所 が で き 、 諸 々の 調 整 を 経 て 、  手 順 を 踏 み 、地 元 説 明 会 を 開 い て 、 い よい よ 測 量 調 整 に 入 っ た の です 。 説 明 会 に は 、 道 路 建 設課 と 一 緒 に 同 席 し て お り まし た 。　
正 式 に 、 土 地 開 発 公 社 が

支 払 業 務 ま で 含 め た 用 地 事務 の 業 務 を 受 託 す る こ と にな り 、 組 織 を 拡 充 し て 、 水戸 市 、 茨 城 町 、 友 部 町 か らも 職 員 を 派 遣 し て い た だき 、 対 応 し た の で す 。　
室 長 補 佐 に 戻 っ て か ら

も 、 設 計 協 議 や 用 地 説 明 会に 同 席 し ま し た 。 地 権 者 の皆 様 か ら 色 々 条 件 は 出 さ れ

陸 那 珂 港 Ｉ Ｃ ま では 、 茨 城 県 道 路 公 社の 有 料 道 路 区 間 とな っ て お り ま す 。　
私 は 平 成 ６ 年 ４

月 、 道 路 建 設 課 高 速道 路 対 策 室 の 室 長 補佐 に な り ま し た が 、そ の 前 の ２ 年 間 は 土地 開 発 公 社 に 出 向 して お り ま し た 。　
当 時 、 ひ た ち な か

Ｉ Ｃ か ら 水 戸 南 Ｉ Ｃ

ま で の

1 0・  ２ ㎞ に つ い て は 、

国 が 東 水 戸 道 路 と し て 事 業化 し て お り ま し た が 、 そ の西 側 は 事 業 の 目 途 が 立 っ てお り ま せ ん で し た 。 県 内 の残 り

4 4・ ４ ㎞ 区 間 は 、 日 本

道 路 公 団 が 国 の 施 工 命 令 を受 け て 事 業 実 施 す る 区 間 なの で す 。 土 地 開 発 公 社 は 、こ の エ リ ア の 買 取 請 求 に つい て 、 事 業 化 を 早 め て も らう 点 か ら 、 道 路 公 団 と 協 議し つ つ 積 極 的 に 応 じ て お りま し た 。　
道 路 建 設 課 で は 、 ど う に

か 早 く 事 業 化 し て も ら お うと 道 路 公 団 に 要 望 し 続 け 、

ま し た が 、 用 地 買 収 は 順 調に 進 み 、 ま と ま っ た と こ ろか ら 工 事 に 着 手 し て い っ たの で す 。　
工 事 も 積 極 的 に 進 め ら

れ 、 平 成

1 2年 に は

2 1・ ７ ㎞

区 間 の 供 用 開 始 が で き ま した 。 西 側 に つ い て も 同 様 に進 め ら れ 、 平 成

2 0年 、 つ い

に 県 内

5 4・ ６ ㎞ 全 区 間 が 供

用 開 始 と な り ま し た 。　
途 中 、 国 、 道 路 公 団 の 事

情 に よ り 、 全 国 で 整 備 中 の路 線 の ほ と ん ど が 、 暫 定 ２車 線 で や む な し の 時 が あ り

ま し た 。 し か し 北 関 東 自 動車 道 に つ い て は 、 ４ 車 線 で進 め て 構 わ な い と い う こ とに な り ま し た 。 県 、 地 元 市町 の 協 力 体 制 が 認 め ら れ たの だ と 思 い ま す 。 ち ょ う ど私 が 土 木 部 長 の 時 、 栃 木 県の 土 木 部 長 と 一 緒 に 県 境 のト ン ネ ル で の 貫 通 式 に 立 ち会 え た の も 、 い い 思 い 出 です 。　
今 で は 北 関 東 自 動 車 道

は 、 茨 城 港 と あ い ま っ て 、北 関 東 の 物 流 の 大 動 脈 と して 活 躍 し て い る の で す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ⑤

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

木 村

　
克 宏 （ き む ら

　
か つ ひ ろ ）

１ ９ ５ ２ 年 ２ 月 ７ 日 生 ま れ 。

7 1歳 。

7 5年 に 入 庁 し 、

大 子 土 木 事 務 所 に 配 属 と な っ た 。 そ の 後 、 都 市施 設 課 、 道 路 建 設 課 係 長 、 県 住 宅 供 給 公 社 建 設部 長 、 水 戸 土 木 事 務 所 次 長 兼 道 路 整 備 第 一 課 長を 経 て 、 ２ ０ １ ２ 年 ３ 月 に 大 子 工 務 所 長 で 定 年を 迎 え た 。 現 在 は 川 田 建 設 ㈱ 茨 城 営 業 所 長 を 務め て い る 。

組 織 拡 充 し て 用 地 交 渉

能 維 持 を 図 っ て い く た め 、連 続 し た 側 道 の 整 備 を 強 く要 望 し 事 業 化 を 図 り ま した 。 こ の こ と は 、 後 に 栃 木県 、 群 馬 県 の 担 当 者 か ら も驚 か れ ま し た 。　
設 計 協 議 の 進 捗 に 合 わ せ

て 、 県 土 地 開 発 公 社 に よ り用 地 買 収 に 向 け た 準 備 作 業も 急 ピ ッ チ で 進 め ら れ 、 平成 ６ 年 度 末 に は 水 戸 市 ・ 茨城 町 ・ 友 部 町 そ れ ぞ れ で 、集 団 調 印 に よ る 用 地 契 約 が実 施 さ れ ま し た 。　
北 関 東 自 動 車 道 は 、 調 査

開 始 か ら わ ず か な 期 間 で 用地 契 約 ま で 進 み ま し た 。 日本 道 路 公 団 か ら は 「 こ れ まで 全 国 で 数 多 く の 高 速 道 路が 整 備 さ れ た が 、 こ れ ほ どま で に 早 く 、 ス ム ー ズ な 事業 進 捗 が 図 ら れ た 路 線 は な

い 」 と 、 感 嘆 の 声 を 聞 く こと が 出 来 ま し た 。 地 権 者 の協 力 が 得 ら れ た こ と は も ちろ ん 、 県 、 市 町 と 日 本 道 路公 団 、 そ れ ぞ れ の 担 当 者 の熱 意 と 連 携 が 強 く 働 い た 結果 で あ る と 思 い ま す 。 そ の結 果 、 水 戸 ～ 友 部 間 が 栃 木県 、 群 馬 県 よ り 先 に 供 用 開始 と な り ま し た 。　
私 は そ の 後 、 港 湾 課 に 勤

務 し 、 の ち に 県 土 地 開 発 公社 に 出 向 と な り 、 北 関 東 自動 車 道 の 友 部 町 ～ 栃 木 県 境間 の 用 地 取 得 業 務 に 携 わ るこ と に な り ま し た 。 こ の 時は 、 バ ブ ル が は じ け て 土 地価 格 の 下 落 が 続 く 中 で 用 地契 約 を 進 め ま し た 。 日 本 道路 公 団 よ り 、 交 渉 途 中 で 買収 価 格 の 見 直 し （ 値 下 げ ）が 指 示 さ れ 、 そ の 対 応 に 大変 苦 慮 し ま し た 。 こ の 区 間は 農 用 地 、  山 林 な ど が 多 く 、用 地 買 収 額 で 算 定 さ れ る 、受 託 事 務 費 が 少 な か っ た ため 、 日 本 道 路 公 団 に 特 段 の配 慮 を お 願 い し ま し た 。　
現 在 、 北 関 東 自 動 車 道 を

利 用 す る た び 、 設 計 協 議 での 担 当 者 の 顔 や 地 権 者 交 渉で の 記 憶 が 数 多 く 思 い 出 され ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

北 関 東 自 動 車 道 の 思 い 出

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 大 子 工 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 係 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 木 村 克 宏 氏×

年 （ ２ ０ １ １ 年 ） に は 、 ４車 線 で 全 線 開 通 と な り ま した 。 こ の う ち 茨 城 県 内 の 区間 は

5 4・ ６ ㎞ で あ り 、 こ の

他 に ひ た ち な か Ｉ Ｃ か ら 常

北 関 東 の 物 流 大 動 脈 に 活 躍

側 道 整 備 も 事 業 化 図 る

　
関 彰 商 事 は 今 回 の 協 定 締

結 前 よ り 高 校 奨 学 金 支 給 事業 の 寄 附 や ス マ ー ト シ テ ィ推 進 に 向 け た つ く ば 市 へ の社 員 派 遣 な ど 、 つ く ば 市 と多 方 面 で 連 携 関 係 を 構 築 し　
恒 例 の じ ゃ が い も な ど の

詰 め 放 題 に 加 え 、 地 元 商 工会 、 試 験 場 が あ る 北 海 道 浦幌 町 観 光 協 会 な ど の 協 力 のも と 、 地 域 の 特 産 品 販 売 も実 施 。 子 供 向 け の ゲ ー ムコ ー ナ ー や 「 王 様 戦 隊 キ ング オ ー ジ ャ ー 」 の キ ャ ラ クタ ー シ ョ ー 、 豪 華 景 品 が 当た る 大 抽 選 会 な ど の 企 画 も予 定 し て い る 。　
時 間 は 午 前

1 0時 か ら 午 後

２ 時 ま で （ 雨 天 決 行 ）  。 入場 料 は 無 料 。 問 い 合 わ せ 先

が 包 括 連 携 協 定 を 締 結 す るの は 今 回 が 初 め て と な る 。　
五 十 嵐 市 長 は 「 今 回 、 包

括 連 携 協 定 を 結 べ た こ と を非 常 に 嬉 し く 思 っ て い る 。皆 さ ま は つ く ば 市 に と っ てな く て は な ら な い 存 在 。 より 連 携 を 進 化 さ せ 、 市 民 や社 会 、 世 界 の た め に チ ャ レン ジ し て ま い り た い 」 と 話し た 。　
関 社 長 は 「 つ く ば 市 は 創

業 の 地 で あ る 筑 西 市 と 同様 、 わ れ わ れ に と っ て 縁 の深 い 地 域 。 つ く ば 市 と 協 力さ せ て い た だ く こ と で 『 世界 』 が 見 え て く る の で は ない か と 期 待 し て い る 。 地 域に 恩 返 し が で き る よ う 努 力　
つ く ば 市 は 市 内 の 空 家 等

の 情 報 を 地 理 情 報 シ ス テ ム上 で 一 元 管 理 す る シ ス テ ムを 導 入 す る 。 ５ 日 に 導 入 業 　
グ リ ー ン フ ィ ー ル ド

フ ァ ー ム ㈱ （ 埼 玉 県 さ い たま 市 浦 和 区 東 仲 町
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－ ６

－

２ ） は 、 結 城 市 内 に 農 業 用倉 庫 を 新 設 す る 。 設 計 は 直営 、  施 工 は ㈲ マ ル カ 商 会  （ 栃木 県 宇 都 宮 市 ） が 担 当 。

1 1

月

1 5日 ま で の 完 成 を 予 定 し

て い る 。　
建 設 予 定 地 は 結 城 市 江 川

新 宿 １ ９ ７ ５

－ ４ ほ か 。 敷

地 面 積 は 約 １ ４ ７ ３ ㎡ 。 敷な ど の 準 備 を 進 め て い き 、来 年 度 以 降 で 着 工 時 期 を 検討 し て い く も よ う だ 。　
施 工 延 長 は １ ２ ０ ｍ 。 国

道

5 0号 か ら 南 側 の Ｊ Ｒ 水 戸

線 の 線 路 ま で の び る 区 間で 、 工 事 を 行 う 予 定 。　
地 域 住 民 か ら の 要 望 を 受

け た こ と か ら 、 工 事 を 実 施す る 。

　
日 立 建 機 ㈱ は

1 1月

1 9日 に

土 浦 市 の 土 浦 工 場 （ 土 浦 市神 立 町 ６ ５ ０ ）  に お い て  「 第
1 6回 日 立 建 機 フ ェ ス テ ィ バ

ル 」 を 開 催 す る 。 ２ ０ １ ９年 の 開 催 以 来 、 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 拡 大 に 伴 い 開催 を 見 送 っ て い た が 、 今 回４ 年 ぶ り に 開 催 を 決 定 した 。　
当 日 は 土 浦 工 場 の 見 学 の

ほ か 油 圧 シ ョ ベ ル な ど の 建設 機 械 の 展 示 、 双 腕 仕 様 機ア ス タ コ の 実 演 を 行 う 。

て き た 。　
こ れ ま で の 連 携 事 業 に 加

え 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 基 本 理 念 を念 頭 に し た 新 た な 連 携 事 業を 推 進 す る た め 、 包 括 連 携協 定 を 締 結 し た 。 関 彰 商 事　
県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部

（ 小 林 伸 行 支 部 長 ） は こ の
ほ ど 、 地 域 貢 献 活 動 と し て献 血 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 実施 し た 。 支 部 員

7 0人 が 参 加

し 、  貴 重 な 血 液 を 提 供 し た 。　
当 日 は 支 部 会 館 敷 地 内 に

日 本 赤 十 字 社 の 献 血 バ ス が駐 車 し 、 午 前

1 0時 か ら 午 後

４ 時 ま で 実 施 。 支 部 員 た ちが 忙 し い 仕 事 の 合 間 に 参 加し 献 血 に 協 力 し た 。　
小 林 支 部 長 は 多 く の 方 々

の 協 力 に 感 謝 し 「 今 後 も 活動 を 継 続 し 、 地 域 社 会 に 貢献 し て い き た い 」 と コ メ ント 。　
献 血 活 動 は 地 域 社 会 貢 献

活 動 の 一 環 と し て 毎 年 行 われ て い る も の で 、 今 回 で ５回 目 と な る 。 は 日 立 建 機 ㈱ 土 浦 工 場 総務 部 （ Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９

－ ８

３ ２

－ ７ １ ５ ０ ） ま で 。

　
桜 川 市 は 、 市 道 Ｗ １ ０ ９

４ 号 線 の 排 水 整 備 工 事 に 向け 、 本 年 度 は 測 量 設 計 業 務を 進 め る 。 さ く ら 測 量 設 計㈱ （ 桜 川 市 ） が 担 当 し 、 ２０ ２ ４ 年 １ 月 ま で に ま と めて い く 。 そ の 後 は 用 地 買 収

し て ま い り た い 」  と 述 べ た 。　
同 協 定 に お け る 連 携 事 項

は 次 の と お り 。　
■ 教 育 の 推 進 に 関 す る こ

と　
■ 科 学 技 術 の 推 進 に 関 す

る こ と　
■ 多 様 性 の 推 進 に 関 す る

こ と　
■ ス ポ ー ツ の 振 興 に 関 す

る こ と　
■ 福 祉 ・ 健 康 の 増 進 に 関

す る こ と　
■ 市 街 地 の 振 興 に 関 す る

こ と　
■ 防 災 ・ 災 害 時 の 支 援 に

関 す る こ と　
■ そ の 他 持 続 可 能 な ま ち

づ く り の 実 現 に 関 す る こ と務 に 係 る 一 般 競 争 入 札 を 公告 し た 。 予 定 価 格 は ８ １ ６万 円 （ 税 抜 き ）  。　
現 在 、 空 家 等 の 情 報 を エ

ク セ ル で 集 約 管 理 し て い るが 、 膨 大 な デ ー タ を エ ク セル で 管 理 す る こ と で 、 動 きが 重 く な っ て き て い る 。　
適 正 管 理 指 導 の 経 緯 や 改

善 結 果 等 を 含 め 、 空 家 等 の情 報 を 地 理 情 報 上 で 管 理 する 専 用 の シ ス テ ム を 導 入 する こ と で 、 よ り 使 い や す くな る よ う に 改 善 し 、 適 正 管理 業 務 の 効 率 化 を 図 る 。　
履 行 場 所 は 建 設 部 住 宅 政

策 課 内 。 履 行 期 間 は ２ ０ ２４ 年 ３ 月

1 9日 ま で 。

地 西 側 は 県 道 結 城 野 田 線 に面 し て い る 。　
建 物 規 模 は Ｌ Ｓ 造 平 屋 建

て 、  延 べ 面 積 は 約 １ ９ ８ ㎡ 、最 高 高 さ は ６ ・ ８ ｍ を 想 定し て い る 。

　
つ く ば 市 と 関 彰 商 事 ㈱ は 持 続 可 能 な ま ち づ く り 実

現 の た め 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 推 進 に 係 る 包 括 連 結 協 定 」 を締 結 し た 。

1 0日 に 締 結 式 を 挙 行 し 、 五 十 嵐 立 青 市 長

（
写 真 右

） と 関 正 樹 代 表 取 締 役 社 長 （

写 真 左

） が 協

定 書 へ 署 名 し た 。

持 続 可 能 な ま ち づ く り の 実 現

S D G s 推 進 へ 新 た な 連 携 事 業

つ く ば 市 と 関 彰 商 事 が 包 括 協 定

地 域 社 会 の た め 活 動 継 続
県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部 ／ 5 回 目 実 施

7 0人 が 献 血 ボ ラ ン テ ィ ア
双 腕 仕 様 機 ア ス タ コ の 実 演

な
　

　
ど

日 立 建 機 ㈱

４ 年 ぶ り の 開 催 決 定

土 浦 工 場 で 建 機 フ ェ ス
1 1月

1 9 　日

（ 日 ）

午 前

1 0 　時
か

　
　
ら

桜 川 市

 地 域 要 望 受 け 実 施

市 道 の 排 水

1 2 0ｍ 整 備
グ リ ー ン フ ィ ー ル ド フ ァ ー ム ㈱

結 城 市 に 農 業 用 倉 庫

防 火 設 備 の 改 修今 月

に
　

　
も 工 事 発 注

鹿 嶋 市 ８ 小 学 校

シ ス テ ム 導 入 業 務 を 公 告

空 家 情 報 の 一 元 管 理

－ つ く ば 市 －

　
鹿 嶋 市 は 市 内 ８ 小 学 校 で

防 火 設 備 の 改 修 工 事 を 実 施す る 。

1 0～

1 1月 ご ろ に 指 名

競 争 入 札 で の 発 注 を 見 込む 。 ９ 月 補 正 予 算 で 工 事 費６ ９ ３ 万 ７ ０ ０ ０ 円 を 確 保し て い る 。　
こ れ は 、 県 か ら 指 摘 の

あ っ た ８ 校 （ 波 野 小 学 校 ・豊 郷 小 学 校 ・ 豊 津 小 学 校 ・鹿 島 小 学 校 ・ 平 井 小 学 校 ・三 笠 小 学 校 ・ 鉢 形 小 学 校 ・中 野 東 小 学 校 ） で 防 火 設 備を 改 修 す る も の 。 工 事 内容 は 防 火 扉

2 6カ 所 、 防 火

シ ャ ッ タ ー

1 1カ 所 な ど 。 設

計 は 市 が 直 営 で 策 定 中 。

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）
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